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三
月
十
一
日
、
縄
文
時
遊
館
で

平
成
二
十
三
年
度
特
別
史
跡
三
内

丸
山
遺
跡
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
を
迎

え
た
日
で
あ
り
、
全
員
で
黙
と
う

を
行
っ
た
後
、
今
年
度
の
発
掘
調

査
の
成
果（
第
五
十
三
号
に
掲
載
）

と
特
別
研
究
の
成
果
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

三
内
丸
山
遺
跡
の
盛
土
場
の

形
成
プ
ロ
セ
ス
の
解
明

　

安あ
ん
そ
ひ
ょ
ん

昭
炫
さ
ん
を
研
究
代
表
者
と

す
る
グ
ル
ー
プ（
パ
レ
オ
・
ラ
ボ
、

東
京
大
学
）
は
、
盛も
り
ど土
を
詳
し
く

観
察
し
、
そ
の
堆た
い
せ
き
ぶ
つ

積
物
に
ど
の
よ

う
な
植
物
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
盛

土
が
作
ら
れ
る
以
前
と
盛
土
が
作

ら
れ
て
い
る
時
の
集
落
の
環
境
を

研
究
し
ま
し
た
。

　

盛
土
が
作
ら
れ
る
前
の
地
層

（
縄
文
時
代
前
期
中
葉
以
前
、
約

五
五
〇
〇
年
前
）
か
ら
は
細
か
い

炭
が
多
く
出
土
し
、
草
原
の
よ
う

な
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盛
土
か
ら
は
ク
リ
の
花

粉
が
多
く
発
見
さ
れ
、
当
時
の
集

落
に
は
、
ク
リ
林
が
多
く
あ
り
、

そ
の
周
辺
の
土
が
盛
土
の
地
層
と

し
て
堆
積
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

縄
文
時
代
の
マ
メ
類
利
用
の

研
究

　

佐さ

さ

き

ゆ

か

々
木
由
香
さ
ん
（
パ
レ
オ
・

ラ
ボ
）
は
、
三
内
丸
山
遺
跡
を
中

心
と
す
る
青
森
県
内
の
縄
文
時
代

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
マ
メ
の
仲

間
の
炭
化
種
子
に
つ
い
て
、
詳
し

く
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

マ
メ
の
仲
間
に
は
ア
ズ
キ
に
似
た

も
の
が
八
〇
点
、
マ
メ
の
仲
間
が

三
点
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
マ
メ
の
仲
間
は
、
生
で
は
残

り
に
く
く
、
そ
の
も
の
が
食
用
で

あ
る
た
め
、
残
り
に
く
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
マ
メ
の
仲
間
が
、
三

内
丸
山
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
す
る

こ
と
は
、
当
時
、
集
落
で
日
常
的

に
ア
ズ
キ
に
似
た
マ
メ
を
利
用
し

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
他
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

ア
ズ
キ
に
似
た
マ
メ
と
比
較
し
た

結
果
、
縄
文
時
代
の
青
森
県
で
は

ア
ズ
キ
に
似
た
マ
メ
の
利
用
が
日

常
的
で
、
時
代
を
経
る
と
大
き
く

な
る
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

小お
ば
た
ひ
ろ
き

畑
弘
己
さ
ん
（
熊
本
大
学
）

を
研
究
代
表
者
と
す
る
グ
ル
ー
プ

は
、
土
器
に
残
さ
れ
た
圧
痕
を
調

査
し
ま
し
た
。
植
物
種
子
・
昆

虫
・
貝
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
圧

痕
に
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
を
流
し
込
ん

で
レ
プ
リ
カ
を
作
り
、
走
査
電
子

顕
微
鏡
で
観
察
・
撮
影
し
、
そ
の

圧
痕
が
何
で
あ
る
の
か
を
調
べ
ま

し
た
。
四
万
二
千
点
を
超
え
る
土

器
を
観
察
し
た
結
果
、
百
三
十
一

点
の
土
器
の
百
三
十
八
か
所
で
圧

痕
が
み
つ
か
り
、
最
終
的
に
種
類

を
判
断
で
き
た
も
の
は
六
〇
点
の

六
十
五
か
所
で
し
た
。

　

昆
虫
で
は
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
の
仲

間
が
多
く
、コ
ナ
ナ
ガ
シ
ン
ク
イ
、

ケ
シ
キ
ス
イ
ム
シ
の
仲
間
、
マ
グ

ソ
コ
ガ
ネ
の
仲
間
、
ト
ゲ
ム
ネ
キ

ス
イ
ム
シ
の
仲
間
な
ど
、
人
間
の

生
活
す
る
場
所
で
多
く
見
つ
か
る

昆
虫
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
植
物

種
子
で
は
、
ア
ズ
キ
に
似
た
マ

メ
、
ヒ
エ
の
仲
間
や
ミ
ゾ
ソ
バ
な

ど
が
確
認
さ
れ
、
土
器
を
作
る
際

に
紛
れ
こ
む
ほ
ど
、
デ
ン
プ
ン
質

を
多
く
含
む
種
子
類
が
多
量
に
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

土
器
の
圧
痕
か
ら
、
三
内
丸
山

遺
跡
で
は
ク
リ
を
は
じ
め
、
多
く

の
デ
ン
プ
ン
質
食
料
の
貯
蔵
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ら
を
食
べ
る
昆
虫
も

多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
ま
し
た
。
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遺
跡
報
告
会
開
催
！
特
別
研
究
の

成
果
発
表
！

平成23年度　第３回企画展

西盛土の発掘調査
－第35次発掘調査最新情報展－

　三内丸山遺跡では、平成21年度から23年度ま
での３か年にわたり、西盛土の調査を行いまし
た。この企画展では、今年度の調査で出土した
遺物と調査成果、これまでの調査によって得ら
れた分析結果などを紹介しています。たくさん
の方々のお越しをお待ちしております。
平成24年３月10日（土）～７月１日（日）

【発表のようす】

【三内丸山遺跡でみつかったアズキに似たマメ】

【コナナガシンクイ】

【ミゾソバ】

土
器
圧
痕
・
生
体
化
石
資
料

の
比
較
検
討
に
よ
る
縄
文
集

落
に
お
け
る
植
物
性
食
料
の

貯
蔵
形
態
と
家
屋
害
虫
の

実
証
的
研
究
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詳細が決まったらホーム
ページなどでお知らせしま
す。楽しみに待っててね！
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平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
九

日
、
北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県

及
び
秋
田
県
と
関
係
す
る
市
町
で

組
織
す
る
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産

登
録
推
進
本
部
で
は
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
縄
文
遺
跡
や
縄
文
文
化

の
価
値
や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
東
京
都
の
有
楽
町
朝
日

ホ
ー
ル
で
、
縄
文
遺
跡
群
の
世
界

遺
産
登
録
を
推
進
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
縄
文
遺
跡

群
世
界
遺
産
登
録
推
進
会
議
座
長

の
岡
田
康
博
青
森
県
教
育
庁
文
化

財
保
護
課
長
が
、
四
道
県
が
世
界

遺
産
登
録
に
む
け
て
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
後
、
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
登

録
推
進
専
門
家
委
員
会
委
員
の
小

林
達
雄
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
が

「
縄
文
文
化
の
特
性
と
主
体
性
」、

岡
村
道
雄
奈
良
文
化
財
研
究
所
名

誉
研
究
員
が
「
縄
文
遺
跡
に
見
る

自
然
と
の
共
生
」、
同
専
門
家
委

員
会
委
員
の
辻
誠
一
郎
東
京
大
学

大
学
院
教
授
が
「
環
境
史
か
ら
見

た
縄
文
文
化
」
に
つ
い
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺

産
登
録
推
進
専
門
家
委
員
会
委
員

長
の
菊
池
徹
夫
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎

え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
て
」
が
行
わ
れ
、「
縄

文
文
化
は
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し

い
か
」
や
、「
な
ぜ
四
道
県
の
縄

文
遺
跡
群
で
世
界
遺
産
を
目
指
す

の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
菊
池
徹
夫
さ
ん
が
、「
豊

か
な
精
神
文
化
を
持
ち
、
一
万
年

以
上
も
自
然
と
と
も
に
そ
こ
に
住

み
な
が
ら
生
活
し
て
い
た
縄
文
文

化
に
は
、
世
界
に
押
し
出
す
価
値

が
あ
る
。
世
界
遺
産
登
録
に
は
、

専
門
家
だ
け
で
な
く
、
一
般
の

方
々
の
協
力
が
必
要
。特
に
学
生
、

生
徒
、
児
童
の
協
力
が
一
番
の
基

盤
に
な
る
。」
と
ま
と
め
、
参
加

者
に
、
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

　

首
都
圏
の
方
々
を
中
心
に
約

五
百
人
が
参
加
し
た
会
場
で
は
、

熱
心
に
聞
い
て
い
る
人
が
多
く
見

ら
れ
、
縄
文
文
化
に
興
味
が
つ
き

な
い
よ
う
で
し
た
。

四
季
の
縄
文
Ｄ
Ａ
Ｙ

「
三
内
丸
山
縄
文
冬
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

  

二
月
十
八
日
（
土
）
〜
十
九
日

（
日
）、「
三
内
丸
山
縄
文
冬
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
は
、

あ
い
に
く
吹
雪
模
様
で
し
た
が
、

二
日
間
で
約
千
九
百
人
の
み
な
さ

ま
が
訪
れ
ま
し
た
。

  

「
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

は
、
二
日
間
で
百
三
十
一
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
か
ま
く
ら
形
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
雪
だ
る
ま
が
ど

ん
ど
ん
で
き
て
い
き
ま
し
た
。
後

日
の
写
真
審
査
の
結
果
、
十
三
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
「
大
型
す
べ
り
台
」
は
縄
文
時

遊
館
ト
ン
ネ
ル
出
口
付
近
に
二
本

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
家
族
連
れ
や

子
ど
も
た
ち
が
続
々
と
訪
れ
、
ス

リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
く

滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
雪
中
宝
さ
が
し
大
会
」
で
は
、

参
加
人
数
が
一
日
先
着
百
名
で
あ

り
、
早
く
か
ら
整
理
券
を
も
ら
う

た
め
に
た
く
さ
ん
の
方
が
並
び
ま

し
た
。
雪
の
中
に
隠
さ
れ
た
く
じ

入
り
の
宝
物
を
夢
中
で
さ
が
し
ま

し
た
。
賞
品
が
当
た
っ
た
人
も
当

た
ら
な
か
っ
た
人
も
、
み
な
さ
ん

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

縄
文
時
遊
館
で
は
、「
草
木
染

め
体
験
教
室
」「
縄
文
グ
ッ
ズ
作

り
体
験
」「
縄
文
生
活
体
験
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
は
、

少
し
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
全
問
正
解
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

●
お
知
ら
せ
●

「
三
内
丸
山
縄
文
春
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す

 

　

四
月
二
十
八
日
（
土
）
〜
五
月

六
日
（
日
）
に
「
三
内
丸
山
縄
文

春
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大

型
掘
立
柱
建
物
と
同
じ
く
ら
い
の

高
さ
か
ら
遺
跡
を
一
望
で
き
る
縄

文
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
や
、
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
桜
咲
く
こ
ろ
、
遺
跡
で
、
縄

文
の
柔
ら
か
い
春
の
風
に
吹
か
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
度
も
縄
文
講
座
・
縄
文
体

験
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産

登
録
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
！
（
東
京
都
）

春
か
ら
「
さ
ん
ま
る

縄
文
体
験
・
縄
文
講
座
」

が
は
じ
ま
り
ま
す

三内丸山遺跡のご案内

休館日 見学料
12月30日～１月１日 無料
開館時間
10月～５月は９時～17時（4/28～5/6は18時まで）
（入場は閉館の30分前まで）
さんまるミュージアムの定時案内
10：50～、13：50～の２回行っています
（所要時間約20分）
ボランティアガイドの定時案内
１回目は９時15分から
その後は10時から１時間ごと、最後は15：30から
見学の問い合わせ先
017－766－8282（三内丸山応援隊）
交通機関
□青森市営バス
JR青森駅から⑥番乗り場
「運転免許センター」行き
三内丸山遺跡前で下車　料金300円　約20分
□ねぶたん号
JR新青森駅南口から左回り乗車
三内丸山遺跡前で下車　料金200円　約10分

【パネルディスカッションのようす】

【ホームページで公開中】

さんまる




